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運動してみたいと感じる体育の学習
～表現遊びの実践をとおして～
南拓哉
表現遊びの学習の中で， 学習内容や課題設定，ペア学習などを工夫することにより， 子どもたちが自分の
表現したい生き物になりきる，なりきった生き物が友達に伝わる喜びを感じ，さらに生き物になりきるこ
とを検証した。子どもたちの様子から， 自分のなりたい生き物になりきって学習する子どもの姿が見られ
た。授業の検証には，態度測定法を用い，子どもたちにとって表現遊びの学習が魅力あるものとなったのか
を調べた。この検証の結果から，特に「体育をするよろこび」「挑戦する態度」について単元前と単元後で
の改善が見られなかった。単元の評価としては， 子どもたちにとって魅力的なものとなりえていない部分
もあることがわかった。低学年の表現遊びにおいて， 子どもたちの表現したものに対する言葉かけや一緒
に表現遊びに入り込むといった手立てや表現するための動きやお話作りが苦手な子どもへの支援が必要で
あることが改めてわかっt~
キーワード ：表現遊び，態度測定による体育授業 ペア学習生き物お話作り
1 研究の目的
体育科で育みたい探究力として， 「できるように
なりたい！」と運動に取り組み続ける力，育みたい
省察性として，どうすればできるようになったかを
振り返るカ・どうすればできるようになるのかを考
える力を設定している。
本研究では， 子どもの探究的な学びの姿を「自分
のなりきりたい生き物の特徴を捉えて，表現しよう
とする」とし，そのために「生き物の特徴や体の動
かし方をふり返り，なりきりたい生き物の表現の仕
方を考える」省察性を働かせることによって，子ど
もたちが題材となる生き物になりきって運動に取
り組むと考えた。
表現遊びの学習前に態度測定法を用いて，今まで
の体育の学習が子どもたちにとって有効であった
のかを調べた。男子は， 表1のような結果となり，
よろこびの項目の 「体育をするよろこび」について
基準よりも低く出ており，体育の学習を行うことに
ついて好意的に感じていないようであった3 評価の
項目については， r仲間との協力」 r授業の印象」「男
女意識」 「体育授業に対する好嫌」について，基準よ
り高い結果であり，態度スコアは，やや高いレベル
を示していt~
表1 男子，単元前の診断表
女子は，表2のような結果となり，よろこびの
項目については 「体育をするよろこび」 「運動のそ
う快さ」「頑張る習慣」「挑戦する態度」，評価の項
目については 「体力づくり」「みんなのよろこび」
について甚準より低い項目が見られた。態度スコ
アは，やや低いレベルとなっていた。
表2 女-=r,単元前の診断表
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診断表の結果から，子どもたちに共通しているこ
とが，よろこびの項目にある「体育をするよろこび」
に対して低いことであり，楽しく授業をしているよ
うに見えていても，子どもたちは体育の学習をする
ことに対して，他教科よりも好意的に感じていない
ことを改善していく必要性があった。また女子につ
いては，体育の学習内容が有効的ではないことが明
らかとなった)
本単元で，学習環境，課題設定， ペア学習，学習
カードの工夫から，子どもたちが探究的な学びをす
ることができるのかを検証する。
2. 研究仮説
本単元では，子どもたちが自分のなりたい生き物
の動きを表現するために，お話を作り朗興的に表現
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をする。自分が表現したことを，友達と共有するこ
とで，自分の表現が伝わったのか，またどうして伝
わらなかったのかを知ることができる。表現遊びに
おいて，友達に伝わる，もしくは伝わらないという
ことが学びへの力となると考えた。
なりきりたい生き物の動きを捉えさせ，ストー リ
ーに合わせて即興的に踊ったり，友達と踊ったりし
たことを，共有させることで，汎用的な 「表現力」
が育まれるだろう。
3 研究内容・方法
本単元では，子どもたちが，自分のなりたい生き
物になりきって，友達に表現する活動を中心に学習
に取り組めるようにする。そのために5つの方法を
用いて学習を進めていく。また，子どもたちの学習
カードによるふり返り，態度測定法を用いて単元の
成果及び課題を検証していく。
3. 1. 学習環境
子どもたちが，生き物の動きや生活している環境
を想像するために，和歌山城動物園や調べ学習をと
おして，生き物の動きを調べ，共有したものを掲示
したり，ふり返りカードや学習の時の発言をキーワ
ードにして掲示したりする。お話作りは，「始め ・
中・終わり」の構成で考えさせる。また学習時には
音楽をかけ，よりその生き物の世界を想像できるよ
うにしていく。
3. 2. 課題設定
学習課題は，子どもたちが生き物を想像し， どの
ように生活して動くことができるのかを考えられ
るように具体的な言葉を使って提示していく。また，
子どもたちのなりたい生き物に応じて設定してい
く。
3. 3. ペア学習
自分が考えた生き物の動きが伝わるか，伝わらな
いかを学習活動で考えるためには，相手がいなけれ
ばならない。ペア活動をとおして，自分の考えた生
き物の軌きが伝わるのか，伝わらないのかを知り，
なりきっていく喜びを感じられるようにしていく。
3. 4. 学習カード
学習カードは， 1時間ごとにカードを配布し，学
習でどのようなことを考えたのか，友達への気付き
を藝くことができるようにする。またどんな生き物
になったのかを記入できるようにしたり，自分のな
りきった達成感をメーターにしたり して自己のふ
り返りができるようにする。学習カードに記述され
たことから，学習につながる部分をキーワードにし
て掲示し，学級で共有できるようにする。
3. 5. 態度測定法
子どもたちの学習の様子や，学習カー ドの記述に
加え，学習効果を客観的に読み取るために態度測定
法を用いる。態度測定法では，学習の 「よろこび」
「評価」について具体的な数値でみることができ，
実践した授業が子どもたちにとって有効であった
か否かを判断することができる。単元前と単元後に
アンケー トを行い，診断表に結果を記入し，出てき
た数値から授業の成果及び課題を明らかにしてい
く（國1,表3)。
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図1 単元前・単元後アンケート
表3 診断表 (2年生）
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4. 授業の実際
4. 1. 学習環境
皐
攣
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子どもたちが表現する生き物を，「虫」 「動物」 「海
の生き物」と設定し子どもたちに伝えた。そこから，
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子どもたちが知っている生き物を出し合い，どのよ
うに動くのかを付箋に記入して模造紙に貼ってい
った。
学習の際に子どもたちが模造紙を見て生き物を
決めたり，生き物の動きを確認したりする姿が見ら
れた。
自分のなりたい生き物やお話を考えるために，音
楽を聞かせ，音楽の様子から生き物がどのように動
くのかを想像させに想像したことを共有し活用す
るために， 子どもたちが考えた，生き物の動きを表
す言葉や生活する場の様子を表す言葉をキーワー
ドとして掲示した（図2)。
• 平和なかんじがする。・やさしいかんじがする。
・たたかっている感じがする。
• あらしが来たようなかんじがする。
因2 キー ワー ドの掲示と生き物の動きを集めた掲示
子どもたちはキーワードを使って，生き物の動き
を表すお話を考えたり，生き物の生活の場を想像し
たりした。掲示したキーワードを見て 「始め ・中・
終わり」のお話を考えていた。
音楽は，生き物の様子を感じるだけでなく，その
生き物になりきっていくためにも大切な要素とな
る。子どもたちが，生き物の暮らす世界や場面の様
子を想像できる音楽を選び，子どもたちが表現する
生き物に合わせて変更し流すようにしt½ 子どもた
ちは，場の様子を想像したり，なりたい生き物にな
りきって表現したりする姿が見られた。
4. 2. 課題設定
課題設定は，子どもたちが生き物を想像したり，
どのようにt!Jくのかを想像したりできるようにし
ていった。単元の前半は，個人で後半は，友達と一
緒に表現できるようにした。自分のなりたい生き物
になる時間では，歩き方や動き方にこだわり表現し
ようとする姿が見られた（因3)。また友達と一緒
に表現する時間では，役割を決めたり，どんなに動
くのかを話し合ったりする姿が見られt½
--------~ 
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図3 動きにこだわって生き物になりきる子ども
4. 3. ペア学習
自分のなりきった生き物とそのお話を伝え表現
する。表現した後，友達の表現を見てよかったこと
や気付いたことを伝え合った。友達の表現を見て，
否定的な発言は見られず，友達の表現を受け入れ，
肯定的に感じたことを伝えていた（図4)。
・むれでこうどうしてにげているかんじ。
・クラゲのフワフワが，かわいかった。
• あそんだところがよかっt~
「
［夏1
固4 友達の表現を見てよかったことを伝える
4. 4. 学習カード
一
学習カードには，自分の表現した生き物や考えた
お話を記述できるようにした。初めは「楽しかった」
rチーターになった」という記述が多かった）学習
が進むにつれ，「どんな動きをしたのか」「どんなお
話にしたのか」が分かる記述が多くなってきた。
今日，かのちゃんとネコをして，たたかうときはつ
めを出して，歩いてるときは出さなかったり，とん
でみたり，体をうごかして，しっぽがあるみたいに
しましtc.o
ライオンのくらしをできたからよかった。ライオ
ンらしくできたからよかった。さいしょゆっくり
歩いて，中はえものをおそいにいって，つかまえた
えものを食べてねる。
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5. 単元の考察
表現遊びの単元から，子どもたちは毎時間自分
のなりたい生き物になり，お話を考え学習に取り組
んでいたように感じt¼ 学習環境の中にもある，お
話作りに取り組んだことで，生き物になるだけでな
く， 「始め・中・終わり」のお話を作ることへの関心
も高まったことも要因として考えられる。 子どもの
振り返りにも，お話が具体的に記述されたり，お話
と動きの両方が記述されたりしていた。
・サメになって，ゆかをはってえものを見つけたら
さっとうごく。
お話を考えるだけでなく，友達と生き物になると
きに役割を意識したふり返りも見られた3
・なかまを作ってたたかったり，ぼくがえものにな
ってあげたりしました。自分の気もちは，えものに
なってあげたりしたから，いつもより上手にでき
たと思います。
5. 1. 態度測定法からの診断
表4 男子，単元後の診断表
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学習前と同じく「体育をするよろこび」について
は変化が見られなかった。よろこびの項目について
は，全体的に低下していることが分かった。評価の
項目の「みんなのよろこび」について向上し，これ
はペア学習を取り入れたことにより， 一人一人が承
認され運動に取り組むことができたからではない
かと考えられる。
表5 女子，単元後の診断表
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女子の診断表から，よろこびの項目にある「体育
をするよろこび」について改善されていないことが
分かった。男子とは違い，よろこびと評価の項目が
全体的に向上しているものが多いが，基準点を満た
していない。
6. 成果と課題
本単元から成果として，子どもたちにとって身近
な題材をもとに表現遊びに取り組ませることを基
にして，「始め・中・終わり」のお話を考えさせる学
習環境は，子どもたちの姿や振り返りから学びに有
効なことが分かった。また学習カードに自分のなり
きった生き物や考えた動き，お話を記述させること
で，子どもたちが自分の学習したことを具体的に残
すことができt.:aペア学習によって相手を意識して
表現したり，表現を受け入れたりして学習すること
ができた。
課題として，態度測定法の診断から男子がアンバ
ランスに，女子が横ばいとの結果になったことであ
る。子どもたちが，「この生き物になりたい」「今日
は，こんな生き物になって，こんな動きができた」
という気持ちへの気付きや教師の支援のタイミン
グが適切でなかったことが考えられる。子どもたち
がなりきっている生き物や生き物の生活している
環境を，教師からの言莱かけや全体共有の時間設定
を見直し学習で展開していかなければ動きへの気
付きを促す支援にならない。また子ども同士が表現
したことを伝え合う時間に積極的に介入し，一緒に
なって表現することをとおして気付きを価値付け
ることが必要であると感じた。
今後，表現遊びの研究を進めるにあたって，子ど
もたちが運動したくなるような教師の価値付けや
支援ができるように研究を重ねていきたい。
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